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第一回全科協研究発表大会について

1 . は じめに

全国科学博物館協議会では、はじめての研究発表大会を

名古屋市科学館を会場にして平成 6年 3 月 3 日に開催した。

今回はテーマを「展示の企画について」とし、下記 7名の

発表者(敬称略)を得た。

1.企画展「南部鉱物コレクション展」

岩手県立博物館主任専門学芸調査員吉田裕生

2 . 千葉県立博物館巡回展「失われた風景~東京湾-J

千葉県立中央博物館環境教育研知ヰ白井豊

3 . 夏休み特別展「ハイテク竜宮城冒険キラキラ ! まは

うの海へ」

横浜こども科学館展示課中村和江

4. 特別企画展「日本のチョウ一地域の違いを追う一」

豊橋市自然史博物館学芸員長谷川 道明

5. 企画展「ザ ・佑学展'92J

名古屋市科学館学芸第一係長佐伯平二

6 . 夏休み特別企画展「ウルトラエネルギーランド」

でんきの科学館館長寺沢安正

7. 特別展「からくりの世界」

神戸市立青少年科学館展示係長宮内真一
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この研究発表大会を開催するのに先立つて、全科協では、

平成 5 年度に資料情報ネットワークと事業情報ネットワー

クについて調査研究し、事業情報ネッ ト ワークの調査研究

では、全加盟館を大橡にした、企画展 ・ 特別展の企画 ・ 実

践 ・ 成果等に関する調査研究として、詳細なアンケート調

査の実施と 16館についての事例報告を得た。その結果は企

画展・共同企画展実施事例集(以下事例集)として刊行し、

研究発表大会資料として酉日付された。以下に発表分を除く

事例一覧を記す。(敬称略)

0特別展「出求創成より宇宙へ」 苫d敬市科学センタ-

O共同企画展「生命の大進化展」 仙台市科学館

0企画展「キノコどんな子ーその秘密を探る」 栃木県立

博物館

0企画展「繁殖展手賀沼で子育てする鳥たち 」 我孫

子市鳥の博物館

。特別企画「夏休み ・ サイエンススクェア」 国立科学博

物館

0特別展「マヤ文明に新たな視点を求めて」 たばこと塩

の博物館

。夏季特別展「恐竜王国恐竜謎とロマン」 岐阜県

博物館

C企画展「甲虫の世界」 徳島県立博物館

0特別展「ー夢のプラネタ リ ウムーと『宇宙科学展.!IJ 熊

本市立熊本博物館

発表の全文(一ー部を除く)については、「企画展・共同企

画展実施事例集」に記載されているが、ここでは、日頃、

表面に現われることの少ない企画上の工夫、準備で苦労し

た点、効果、反省点などを中心に発表から抜粋し報告とす

る。
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2. 研究発表

岩手県立博物館で開催された「南部鉱物コレクション展」

は、自然史分野の企画展であるが、同館の吉田裕生氏より、

博物館と企画展の概要、南部コレクションの概要、コレク

ションの資料化、企画展の立案と展矛構成、企画展の準備、

企画展の効果などについて、引用文献を含む発表が行われ

た。この企画展は奇託コレクションの博物館資料化を計り

ながら資料を活用した企画展を実施するという、博物館の

企画展開催方式の常道を実現したものである。

岩手県立博物館 (吉田裕生)

同博物館は、歴史・民俗部門を中心に、近代期Iおよび

自然史部門を併設する総合博物館で、自然史部門には地質

および生物の三分野がある。企画展は、原則として単一分

野の持ち回りにより、特別展示室において、単年度内に 3

回開催され、予算は 1 回あたり 200-250万円で、このうち、

約半分は図録の印刷費となるので、役務費や需用費などの

積算に苦労する。企画展の入場は無料であり、その入場者

数はカウントしていないが、年間入館者数は約10万人である。

コレクションは、昭和63年に南部博士により寄託された

もので、倒票本総数は4368点で、その大部分は博士自らが

採集したものである。⑫票本は Hand specimen サイズの

ものが多〈、資源として有用な鉱石か重点的に収集きれて

いる。⑩:票本の 2/3 が県内産であり、東北地方産は 8 割

以上に達する。④博士の公表論文の研究に供された標本や、

腕広物 ・日;特庁嵐広物など、学術l企の高いものが多く含ま

れるが、未同樹林も半動丘〈存在する。このよっにコレ

クションは、第一級の内容をもつものの、研究試料として

の色彩が強〈、大幅な整理・分類を行って“博物館資料化"

する必要があった。

展示構成は、“資料化"の分類体系を踏襲して、 1. 南部

松夫博士と南部鉱物葉本、 II. マン方、ン鉱物 ・鉱石、 III.

スカルン鉱物 ・ 鉱石、 IV. 新鉱物、 V. 地下資源と人間生

活とした。 1 は博士の紹介コーナーで、氏の謝責を記念し

て命名された新鉱物・ 「南部石」やX線回折チャートなどの

研究試料もいくつか展示した。 IIおよび凹は企画展の中核

部分であり、可能な限り多くの標本を鉱種別に展示するほ

か、岩手県の野田玉川鉱山 (マン方、ン)と釜石鉱山 (スカ

ルン)の関係謝斗を展示するブロ ックも設置 した。 IVは記

載鉱物学における博士の功績を紹介するコーナーで、博士

発見および県内産出の全新鉱物を報告論文と対で展示した。
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Vでは、各種の金属・非金属鉱物・鉱石を、製錬きれた単

体それを利用した身近な製品実物または写真とともに 3

点セットで展示し、 地下資源の利用のきれ方を具体的に示

した。 ほかに、放射能や蛍光を発する鉱物の演示フやロ ック

を設け、さらに、この機会を利用して、未公開であった館

蔵の大型鉱物 ・ 鉱石も併せて展示した。

この企画展は、寄託コレクションの単なる陳列のみにと

どまらず、鉱床の探査とその成因の解析のために収集され

た試料であるそれらの本来意義を積極的にとらえ、地下資

源と人間生活との関係を、製品等の補助的資料も利用して

具体的に見直すまでの展示を行えたことには、一応の満足

感を得た。会期中、資料借り受け先をはじめ県内外の鉱業

関係者の来館がしばしばあり、鉱物標本を寄贈した方もあ

った。 しかし、 一散の来館者には本展の意義がどれほど伝

わったか、うまい把握の方法がないだけに気がかりでもあ

った。

千葉県立中央博物館の白井豊氏の発表された巡回展「失

われた風景~東京湾-J は、写真展であるが、内容は昭和

30年代の写真と現庄の写真などと比較展示するとにより、

自然や生活の変選を展示するという、自然史的で、もあり民

俗学的で、もあるユニークなものであった。

千葉県立中央博物館 (白井豊)

千葉県立博物館巡回展とは、同ーの展示が千葉県内の 6

つの県立博物館を順番に巡回するもので、昭和51年度から

千弟早の博物館ネットワークに基づいて行われているもの

である。展示した写真の点数は、およそ 100点でこのうち林

辰雄氏によるものが約60点である。

構成は、同氏の千葉県東京湾岸の写真を 7 つの地域に分

けて展示した。すなわち、 北の方から浦安、 船橋、幕張、

検見川、稲毛、千葉、袖ケ浦と地域ごとに分けたうえ、約

30年後の現五の写真や埋め立てによる海岸線の変化を示す

地図を添えて解説しながら展示した。

同氏が東京湾で撮影した写真については、大田区立郷土

博物館で膨大なフィルムか整理され、同氏他何名かの方の

写真によ り、 「消えた干潟とその漁業」が開催され、 写真に

ついて詳しい解説をした展示図録も作られていた。今回の

展示計画が決定以後わずかの期間に同氏の東京湾岸での写

真の全貌を把握し、地域ごとの項目をつくって写真を選定

できたのは、大田区立郷土博物館の業績のうえにたつもの
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である。こうした写真もっての調査を各地で行い、また同

ーのアング/レから 30年前と同じ建物等を写し込ながら、埋

め立ての前と後の様子がよくわかるような工夫に時間をか

けた。

項目配置については、コの字型の展示室を時計周りに浦

安、船橋、幕張、検見川、稲毛、千葉、袖ケ浦の)11貢になら

べ、東京湾を北から南へと下るようにした。写真パネルは、

展示室奥の壁面を除く ι約 3分の 2 をガラスケース内に入

れなければならなかったので、やや臨場感が乏しくなって

しまうという難点があった。そこで\千葉市海岸部の空中

写真を 30枚程貼り合わせたものについては、せめて観客の

方が直接指きして見られるように、展示室中央に大きな展

示台を設置して平置きにした。写真表面と地点表示の保護

のためにアク リ ル板をかぶせてみたが、これは好評で、会

期中、千葉市内からの観客の方たちは自分の家がどのあた

りにあるか指差しながら丹念に見入っている光景をよくみ

かけた。また、この展示は中央博物館以外に県内 5 つの博

物館を移動するので、 写真パネルのサイズに合わせた梱包

用のプラスチック製の箱を注文して作成した。これによ り

写真の損傷を防ぎ、またコンパクトに各館を移動すること

ができた。

横浜こども科学館の中村和江氏により、夏休み特別展

「ハイテク竜宮城一冒険キラキラ !まほうの海へ」について、

テーマ、展示ストー リ 一、テーマ設定から実現まで、会場

設計などが発表された。この特別展は理工学分野に属する

もので、こどもを責主象とした参加性の高いものであり、海

を取り上げている。

横浜こども科学館 (発表者:中村和江、文の執筆:林

良子、企画担当:中村・林・栗飯原)

各関係者が共通のイメージを持てるよう『こどもたちは

「海の道」へきまよいこむ。海の香がする。パイプか幾重に

も連なってて冷たく静かだ。ただ滴の音だけ。「ここは潜水

艦だ」 声が反響する。青く 光る窓のむこうには、紺碧の海

が広がっていた・・・(以下略)~といった展示ストーリーを

設定し、展示構成は、スペースアクア リ ウムからはじまっ

て光のフィナーレまでの25コーナーとワークショプと玉手

箱/たねあかしの手紙から構成されている。

展示内容はエントランスホールのスペースアクアリウム

(魚の虚像か泳ぐテ》ビジョン)、潜水艦/海底への道で、は、
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シーラカンス(からくり魚彫刻)から霧の門(霧に写った

魚を通り抜ける)までの 9 点、海のゾーンでは、 リト ルワ

ールド(ビテ、、オで、撮った姿が凹面鏡で飛び出す・自分が白

髪になる)、光のフィナーレ(レーザーとストロボ)までの

15点とし、 玉手箱/たねあかしの手紙では、会場で百回寸し

たチラシを表面は会場のイラストマップとし、初の試みと

して、 明かりに透かすと イラス トマップ上に、解説が浮か

び上がるようにデザ、インした。 また、これを巻いてカラー

ゴムで止め、巻物ふうにしたカミユニークなチラシで好評

で、あった。

テーマー設定から実現までの過程として、前年度に担当者

を決め展示テーマに沿ってできるだけ多くの展示情報を収

集する。 収集の方向は、最新の映像、機器、テゃイ スプレ イ

手法、「海」ということで水族館や海洋科学関連、水や魚、に

因んだアートや玩具など広範囲である。 収集には 日頃から

担当が個々に収集していた展示会、展覧会、イベント、 他

館での催しなどから関係のありそフなものを選び出し、他

の職員からの情報提供も募集する。 それらの情報を突き合

わせてラフな企画書を作成する。 この企画書をもとに共同

で事業を推進する業者を決定し、細かいディスプレイ、照

明デザイン、サインのデザイン、作家交渉と搬入・設営、

新規展示物の製作を受け持ち、両者で協議を重ねて最終的

な企画書を作成する。 さらに木工は別業者に委託した。会

場設計は、経費の面から新規製作物は数点で、既存のもの

の借用を基本に構成した。初の試みとし、導入部の「海底

への道」を巾2 ， 500mm，高き 600mm の通路とし、床下にも

展示を仕込み、階段を上がることによる期待感やスロープ

を下ることで、の海底へ向かう効果か得られた。

この特別展については、他館より巡回の希望があり、協

力への検討をしたが、問題がいくつか浮かび、上がった。
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まず期間限定で展示物を借用していたので、巡回につい

ては再交渉の必要があったこと 。 製作展示物は短期間展示

の仕様であったため巡回に耐えないこと 。 次に、展示物貸

し出しの際の、設置調整にかかる人員 も余裕がなくまた、

企画・調査といったソフト面の対価に関する取り決めがな

かったことで、今回は一部しか協力できなかっ た。

全科協研究発表大会をきっかけに、さらに別の館からも

企画提供の要請があり、実現した。

豊橋市自然史博物館の長谷川 道明氏により発表された

「日本のチョウ一地域の違いを追う 一」は、日本産チョウ類

の地理的な差異に重点をおき、・チョウとはどのような昆虫

か、・チョウの系統と進化、・チョウの差異、-日本のチョウ、

チョウの文化などから構成された自然史分野の企画展であ

り、従来のチョウ展とは少し視点を変えたものとなってい

る。

豊橋市自然史博物館 (長谷川 道明)

地理的変異を特に取り上げたのは、以下の理由からである。

①日本には約23C腫のチョウが土着している。チョウに限ら

ず、生物はただ意味なく分布しているわけで、はない。 それ

は、それぞ、れの進化の歴史を反映した結果、そこに存在す

るわけで、ある。 したがって、種によ って、分布の偏りや、

地域差(地理的変異)が見られ、それらの現象は、種の分

布や、日本列島の生物形成史を解明する上で大きなヒ ン ト

となる。 ②昆虫類の中では、チョウが最も地理的変異につ

いてくわしく調べられており、また変異もはねの模様に現

われることが多く、寸支の市民にも違いが分かりやすい。

さらにチョウは一般の市民にも馴染みが深いため、多少難

しい内容でも受け入れやすい。③国内有敦のコレクション

の提供を受け、博物館に、十分な標本が収蔵されている。

④全国的な視野から郷土に生息するチョウの特徴を示すこ

とができる。 ⑤世界的な貴重種の保護が叫ばれる中、とか

く忘れがちな地元のチョウの重要性を訴えることができる

などである。

展示にあたり特に工夫した点は、(1)いかにして、一目

でt也理的な違いが判るように演出するかであり、チョウに

それほど詳しくなければ好きでもない一散の市民や児産・

生徒にいかにして興味を持たせ、展示の主題である地理的

変異の実例の数々に興味を持たせるかといっ た点で、 1 、

展示は、基本的に 1種で 1 箱の標本箱を使い、種内変異と
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種外変異が混同しないようにする。 2 、標本箱には、黄色

のカラーパネルを入れ、それに日本地図を描きそのチョウ

の分布域を入れる。 3 、それぞれの地域のチョウを引き出

し線で示して並べる。 4 、 愛知県に生息する種については

特に県内での分布図を入れる。 といっ た方法である。

(2 )図録について一愛知県のチョウ類図鑑を作成する な

どで、ある 。

会期中の総入館者は、 80 ， 000余人を数えた。多 くは小中

学生であっ たが、 一番心配した地理的変異の展示について

の反応を見ると、かなり妻僻で、微妙な違いしかない種で、

特に相違点の解説を付記していなくても、雑誌などのクイ

ズでよくある「違い探し」の感覚で、興味を持って観諜して

いる姿が多 く見受けられた。

名古屋市科学館の佐伯平二氏が発表した、企画展「ザ・

化学展'92J は学会、新聞社などと共催した大矧:莫な特別展

であるが、その開催には企画面だけでなく、運営面でも 多

くの課題もあることを指摘しているが、今後、共同企画な

どにより発展する分野であること報告している。

名古屋市科学館 (佐伯平二)

対見J莫な特別展では、約1 ， 000平方メートルの展示室で

5 ， 000万円程の費用が必要と考えられているが、その捻出方

法や費用なくして開催できる方法についていろいろ考えて

いる。 その方法として、つぎのように 3 つが上げられる。

その 1 は、マスコミと共同企画し、経費を一定額負担し

会う実行委員会方式、その 2 として、開催館と共同企画し

経費を一定額負担し会う巡回展方式、その 3 として、企画

に参加しないで、、外部の企画をそのまま持ち込むもので名

義の使用に協力、きらに、常設展示観覧料を割り戻しして

もらう方式がある。
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以上の方法のいずれかで特別展を実施しているが、動丘

は、実行委員会方式と巡回展方式を組み合わせて実施する

方法に力を入れている。

企期専物館である「でんきの科学館」の寺沢安正氏の発

表による夏休み特別企画展「ウルトラエネルキーランド‘」は、

ソーラーラジコンレース大会、省エネクロスワードパズルラ

リーなど、エネルギーといっ無形のものをテーマにしながら、

参加性のある展示をねらった企画展となっている。

でんきの科学館 (寺沢安正)

同展を実施するうえで留意した事項として、(1)出求環境

問題やエネル占f一問題など話題になっている大きなテーマ

に関して次代を担う小中学生に理解してもらうために、「ウ

ルトラマン」をメインキャラクターにしエネルギーの大切

さや未来エネルギーについて楽しく遊びながら理解を求め

た。 (2)夏の電力需要の逼迫は、夏休み期間中の企画展での

訴求テーマとしては遅すぎるので、主婦層を女す象とた「奥

様省エネフォーラム」と題した夏休みプレイベントを開催

した。 (3)同一ヒ、ル内のキ、ャラリー、イベントホールを借用

し開催しているので、導線として館内全体を回ってもらう

ことをねらい「クロスワー ド・ラリ ー」を展開した。 (4)あ

きがおなどを植え、熱を遮断し「緑のカーテン」作りを行

い省エネ効果を求めた。

また企画展一般の意義としては、 (1刑-学館への関心や魅

力を持続させるための活力源となり、館のイメージアップ

につながる。 (2)企画展を実施することにより、ポスターや

小冊子などの広報媒体物やプレスリリースによってマスコ

ミへの取材など科学館活動を広範囲にわたって PR するこ

とができる。 (3湛本構想、立案のための情報収集や展示資料

の借用などでイ仕掛官との交流や活動状況など調査研究の成果
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を発表できるよい機会となる。 (4)企画展は、普通で、は見ら

れない、体験できない内容で実施するため、通常では期待

できない入館者の増加をもたらす。今回の企画展の効果と

しては、ウルトラマンをキャラクターとして取り上げたた

め連日小・中学生や親子連れで大翻辰わった。

神戸市立青少年科学館の宮内 真一氏の発表になる特別

展「からくりの世界」は、日本のからくり、外国のからく

り、生活のからくり、からくり玩具の他、ビデオコーナー、

歯車について、淡路人形芝居、からくり工千特技室、科学講

演会などから構成された展覧会であり、現代のロボットに

も通じるといわれる、からくり人形について、参加性のあ

る展示をおこなったものである。

神戸市立青少年科学館 (宮内真一)

特別展のねらいとしては、日本に古くから伝わるさまざ

まなからくりを紹介することで現庄でもその技術が十分に

参考になるばか りでなく新鮮な驚きをあたえてくれること、

きらに多くの実演を見た り仕組みを手にと ってみることで

その素晴らしさを再認識してもらうなどである。

からくりをテーマにした特別展は過去にいろいろな内容

でオ子われているが、特長を出すためにいろいろと工夫して、

以下のようなことに留意しながら展示物を選定した。

・からくりの実演をできるだけ多く行う

・実際に手に取ってその仕組みゃ仕掛けがわかるような形

で展示を行う。

・科学館という立場上、動くためのメカニズ、ムや仕掛けな

どをわかりやすく展示する

-夏休みでもあり、子供たちでも参加できるような楽しい

展示にする。

実際の運営では、 オルゴールの演奏から始まり、茶運び

人形、品玉人形、鉄棒人形、文字書き人形、面変わり人形、

仏壇返し、ウーダンのキャビネットまでの解説と実演を 2

名の職員がついて順に行った。実演は 1 時間毎に行い 1 日

に 6 田知歯した。実演が一巡するのに約30分以上かかって

いたので\職員にはきっかったようであるが、入館者には

好評であった。ディスクオルゴールやシンギングバードな

どの実演は、希望者があれば決められた時間以外にも随時

行っていた。動きのあるものが多くあったのと郷土玩具な

どは自由にさわれるようにしたため、壊れることがたびた

びありその修理にも大変苦労した。貴重な資料をケースに
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展示するよりも、それがたとえ模型であっても直接さわっ

て動きや仕組みが自分の手で確かめられるほうが訪れる多

くの方は満足したようである。

3 .おわりに

今回の研究大会では、自然史系 3館と理工系 4館の発表

があっ たが、企画展への考え方、実施方法などにはいくつ

かの相違がみられた。 その 1 つは、企画展開催の意義であ

るが、自然史系では、調査研究の発表の形態が多いことで

ある。また展示構成は、資料を中心としたオーソドックス

なものが多いことである。それに対して、理工系では、話

題性に重点をおくものや常設展示の補完的なものが多いこ

とである。 これらの点については、事例集による調査結果

でも、自然史系における企画展の展示目的の第一位は、調

査研究の発表となっているのに対し、理工系では常設展の

補完となっていることに良〈合っている。 しかし、調査結

果と事例集とがやや異なる部分もある。それは理工系にお

いて比較的多くの事例が話題性なども重視したテーマを選

んでいるにもかかわらず調査結果では高い)11則立ではないこ

とであり、一方、自然史系では調査結果の第一位は当然の

ことであるが、第二位に話題性があがっていることである。

2 つには、入場者数について、理工系では 1 回当りの入

場者数が多く、経費も高額になっていることである。この

傾向は、自然史系に比べて、理工系ではテーマが小中学生

にもわかりやすく設定されていて、付随するイベントも多

く、期待感を強くすることができることも挙げられよう。

また、経費か高額になりやすいのは、可動の展示品も多く

新規製作、維持管理にも経費を要するからと考えられる。

一方、自然史系では、資料の性質から比較的静かな展示が

多いが、その準備過程が学術研究でもあるので、どうして

も資料を生かすことが中心になるためとおもわれる。

今回の研究発表大会では、自然史、理工の両分野から企

画展.特別展について代表

とυH呼乎べる例は少なカか冶つた。 いずれの館でも、企画展・特別

展には多くの人的エネルキーと経費を注いでいることから、

も っ と多くの人達に展示を見てもらう努力も必要になり、

今後、共同企画による巡回展の必要性が高まってくること

は確かで、ある。

ユータイプの博物館事故 (名古屋市科学館三輪克)

従来ビル内に設置されている電気室は、あまり出入りし

ない施設であるが、近年、新しいタイプの事故が起きやす

くなり、注目をあびるようになった。きる 3 月に、今回、

全科協研究発表大会の会場となった名古屋市科学館で、深

夜、突然電気室が爆発し、全館が停電した。その原因は、

消防等関係機関の調査で、も十分に解明きれていないが高調

波説が有力で、ある。

高調波は、歪んだ波形の交流であり動丘のように半導体

を利用した電気機器が多くなると発生の頻度が高くなって

いるといわれる。 この高調波が力率改善用コンデンサにつ

ながれた、保護装置であるリアクトルに流れ込んで、過熱さ

せ、装置内の油を気化し引火爆発したものと推定されてい

る。

ビルの中枢である電気室に大事故がおきると、復旧には

莫大な経費と長期間を要し、開館が不能になる。また運が

悪いと、重大な人身事故にもつながるので、設備の管理に
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は従来にもまして細心の注意が戒められるようになっ てき

た。 この事故を防ぐために、いろいろな方法が考えられる

が、一つは リアクトルなどの不燃化である。 そのため、絶

縁材を六弗化硫黄やエポキシ樹脂のような不燃材に取り替

え、高調波センサーや温度センサーを新たに設置すること

により、事故の再発を防ぐ工事をした。

高調波事故は、都市型電気事故のーっとして、専門家の

間では話題になっていたが、 一般にはあまり知られていな

かっ た。 今回、名古屋市科学館において大規摸な事故が発

生したことは、大きく報道きれたことにより、周辺でもい

くつかの類似の事故が起きていたことが明らかになるなど、

思わぬ洗伎が広がった。

このような事故の発生を防ぐために、法的基準の制定の

準備にも着手されるようで、将来は博物館の建設にも影響

がでてくるものとおもわれる。
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海外

<新設館>

英フレミング医学博物館(ロンドン)

ペニシ リ ンの発見者と して知られるアレキサンダー ・ フ

レミングの業績を紹介する博物館が、 1993年暮れにロ ンド

ンのセン ト ・メア リーズ病院のー画にオープンした。大手

医薬品メーカーのスミスクライン ・ ビーチャム社が建設資

金の全額を寄付した。同館は病院内の4フ ロアに分かれてお

り、来館者はいずれの展示室へも病棟の通路から無料で自

由に観覧できる。セン ト ・メア リ ーズ病院の看護婦組合の

OGたちがボランティアで各展示室のかイド を している。

同館ではフレミングの三都責だけでなく 1928年のペニシ リ ン

の発見以降の抗生物質の開発の歴史も紹介されている。外

国人の来館者が多く、ギ リ シア語、フランス語、 ドイ ツ語、

ポーランド語、イタ リ ア語、ロ シア語、 中国語の展示解説

シー ト に混ざって、日本語のものも用意されている。

英リパプール宇宙科学館

博物館の建設ブームに沸く英 リ ノ〈プールに、 同市にとっ

て初めての科学博物館が1993年の秋にオープンした。総工

費35 ， 000 ， 000ポンドをかけた宇宙科学館は宇宙開発の初期

の段階から今日までの歴史を紹介し、併せて最新の技術的

成果をも紹介することになっている。

英ファクレー医学博物館(リーズ)

医薬品メーカー ・ ファクレー杜の創業者一族の財団から

の寄付で、イギ リ スで3番目の医学博物館が1996年に リーズ

市にオープンする。早くも 15 ， 000点ものの医療器具が集め

ら tし中でも最丘ロ ン ドンのオークションで落札した手術

用電気ノ コ ギ リ は、一つの医療器具と しては史上最高の高

値23 ， 000ポン ドの落札値だった。年間10万人の入館者が見

込まれている。

英カーデイフ海事博物館(ウエールズ)

総エ費152 ， 000 ， 000ポンドをかけ、英カーテV フ市のウォ

ータフ ロ ン ト の再開発地区の一角に 1998年に完成する。 同

じ再開発地区では、オペラ ・ ハウス、科学館とバーチャル

リ ア リ ティー映像館も同時開館をめざして建設が進んで、い

る。海事博物館だけでも年間2 ， 000 ， 000人の入場者が見込ま

れている。

ユ. ス (ハイフォ ン・ 安井亮)
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米スミソニアン国立自然史博物館アンカ レッジ分館

スミソニアン国立自然史博物館は、アンカ レ ッジ(米ア

ラスカ州)に極地の自然史と民族学を専門 と した分館を 1994

年の春にオープンきせた。この計画はアラスカ州立アンカ

レッジ歴史博物館との共同事業としてスター トし、 同歴史

博物館は敷地を提供し、スミソニアン側では建物もろとも

学術的支援の他に展示と教育活動を含むソフト全体を提供

した。

<施設の拡張計画>

米 リ ューベン ・ H . フ リ ー ト 宇宙科学館(サンテ?イエゴ)

1995年の完成をめきかした、総工費14 ， 000 ， 000 ドルの拡張

計画が、 1993年秋にサンディエゴの リ ューベン ・ H ・ フ リ

ート宇宙科学館から発表された。拡張計画の最大の目玉は

宇宙空間の飛行を疑似体験できる 2 台の宇宙船フライト ・

シミュレータ (1 台に 30人収容)だ。

<ユニークな展示>

米コンビュータ博物館で、 情報ネットワークに関する展

示が公開予定

1994年の暮れの公開を目標に、いま話題になっているイ

ンターネッ ト を含むコンビュータによる情報ネッ ト ワーク

に関する展示が、ボス ト ンのコンビュータ博物館で準備き

れている。展示面積500平米。総工費1 ， 500 ， 000 ドノレ。

シンシナチー自然史博物館で、絶滅した種に関する巡回

展がスタート

生物界における種の絶滅にいろんな原因が挙げられるが、

このほど米シンシナチー自然史博物館が企画した巡回展は

種の絶滅を自然環境の変化という視点でとらえたものだ。

同展は規膜が異なる三つの展覧会と して計画され、全米の

3ヶ所で、同時開催される。シンシナチー自然史博物館 ( 1994

年5月 -9月 18 日)、シカ ゴ科学アカデミー (1994年7月 2 日 -9

月 25 日)、タンノ、明学産動等物館 ( 1993年10月 15 日 -1995

年1月 8 日)、ボストン科朝専物館 (1993年10月 29 日 - 1995

年1月 22 日) 、 ミネ トリ スタ文化センター ( 1995年2月 18 日 -5

月 21 日 )。

アメリカの科学博物館と空港で、雷雨の早期発見に関す

る巡回展が開催中

全米科学技術振興財団の脚力を受けて、 米国立大気科学

研究所 (NCAR) は雷雨の早期発見に関する巡回展をスタ
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ー卜した。オークリッジ・エネルギ一博物館(テネシー州)

を皮切りにダグラス国際空港(ノースカロライナ州)、カー

ネギー科学館(ペンシノレパニア州、 1994年5月まで)を巡回

したあと、その他の科学博物館と空港で開催きれる。注目

すべきことは、従来科学関連の展覧会は博覧会をのぞいて、

あまりアメリカでも博物館の壁から外へ出ることはなかっ

たが、今回の展示がいろんな人々が集まる国際空港のロビ

ーに設けられたことで注目されている。展示面積150平米。

手に関するユニークな巡回展がアメリカでスタート

人間の手のきまざまな動き、最先端技術でつくった義手、

限りなく本物の手に近いロボット仕掛けの手などを紹介す

る巡回展がルイスヴィル歴史・科朝専物館(ケンタッキー

州ルイスヴ、イノレ)でスター卜した。ルイスヴィルのあとの

開催地は、パージニア科学博物館(パージニア州リッチモ

ンド、 6月 -8月)、インプレッションズ 5 科学博物館(ミシ

ガン州ランシング、 10月 -12月)、シアトノレ科学館(ワシン

トン州ルアトル、 1995年2月 -4月)オレコゃン科学産業博物

館(オレゴン州ポートランド、 1995年6月 -8月)。展示面積

400平米。

米ボストン科学博物館で、湿地帯に棲む生物を紹介した

巡回展がスタート

湿地帯に棲む様々な生き物に焦点をあてた巡回展がボス

トン科朝専物館でスター卜した。同展では、生物の生態の

みならず、湿地帯の地質や人間生活との経済的な関連をも

紹介している。展示面積450平米。

米エネルギー省、科学振興のために全米11館の展示活動

に総額920 ， 000 ドルを助成

アメ リ カにおいて、科学知識の普及を、従来の粉ヰ書主

義から脱却して、大胆に科学館での偶験学習に切り替えて

いこうとする試みが閥荷の主導で行われている。連邦政府

エネルギー省は、このほど全米11館の科学博物館に対して

車儲買920 ， 000 ドルの助成を行うことになった。助成の芦主象に

なったのは、カ リ フォニア科学産業博物館:グローバルな

視点でt也球環境の保全を支える技術を紹介する展覧会、エ

キスプロラト リ ウム:人工潟、フオー ト ・ワース科学歴史

博物館:恐竜に関する夏期休暇の教育プログラム、ミネソ

タ子供博物館:水草の浄水作用に関する展示、ボストン科

学博物館:宇宙に関する展示、シカコ、科学産劃専物館:音

楽と数学、物理との関係を紹介した展示、ニューメキシコ

自然史博物館:環境問題における北米先住民族の知恵に関
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する教育プログラム、シアトル科学館:電気に関する教育

プログラム、サイテック科学館:科学的思考を養う各種教

育プログラム、他。

<情報ネットワーク>

コンビュサーブ、に科学博物館の電子フォーラムが 9 月よ

りスタート

全世界36国に400館以上の科学系博物館の加盟をほこるア

メリカ科学博物館協会 (Association of Science and 

Technology Centers) は、 1994年9月よりアメリカの代表

的な商業コンビュータ通信網であるコンビューサーブに電

子フォーラム，.ASTC OnlineJ をスタートさせる。 同フ

ォーラムでは、 ASTC のメンバー聞の電子メールのやり取

りとメンバーのための電子掲示板を設けられることになり、

計画中の新設館、展覧会情報、会議、研究会、ワークショ

ップ、人情報(アメ リ カでは人の移動が多い)や新刊情報

などの新鮮なe情報が手軽に入手できることになる。 そもそ

もこのフォーラムは、 ASTC が世界の学術機関や政府機関

が利用している非営利ネット網であるインターネットにデ

ータベースを設ける計画の一環としてスター卜するものだO

ASTCOnline の詳細は、 ASTC の Barbara Brock までh

Fax: (+ 1) 202-783-7207 Internet: astc@olt.compserｭ

ve.com *ハイフォン Tel: 03-3496-8212 Fax: 03-3496 

2146 Niftyserve: GGH003111 

ASTC とは (名古屋市科学館三輪克)

ASTC とは Associationof Science and Technology 

Centers の略称で、 1973年にアメリカ国内の科朝専物館や

科学技術センターか中心になって設立され、新しい時代の

科朝専物館のありかたを考え、協力して、科学技術をより

良〈市民に理解してもらうことを目的としている。

現庄では、アメリカ国内だけでなくヨーロッパやアジア

からも加盟があり、 ICOM の科学博物館部会とも連係を持

つ国際的な組織となっている。

活動としては、年ユ大総会の開催、ワークショップの開催、

巡回展の実施、助成の受け入れ、出版など活発な活動を行

っている。出版物には機関誌、加盟館一覧、加盟館所有の

展示品一覧、入館者統計と分析、科学館建設時の施設マニ

ュアルなど、日本でも役立ちそうなものも多い。 国内では、

科学技術I館と名古屋市科学館か加盟している。
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千葉県立現代産業科学館
干272 千葉県市川市鬼高 1 - 1 -3 TEL. 0473 (79) 2000 FAX. 0474 (79) 2221 

当館は、千弟県の博秒J館事業における 9 番目の県立博物

館として、平成 6年 6 月 15 日に開館致しました。 産業をテ

ーマとする全国ても数少ない博物館であり、千梨県の県立

で初めての理工系博物館となります。

常設展示は次のとおりです。

(1) 現代産業の歴史:欧米における電力、石油、鎚岡産業

の大量生産技術の始まりや千弟県初の高炉や蒸留搭、発電

所タービン、また現在の産業技術についての実物や精密模

型などの資料を展示しています。

(2) 先端技術への招待:エレクトロニクスや新素材、バイ

オテクノロジーなどの先端技術を、実験を交えて紹介しま

す。

(3) 創造の広場:科学の原理やしくみを体験しながら、楽

しく 学ぶことができる参加休験型展示です。

その他の主な展示施設として、約300席の直径23m ドーム

型全天周映像ホールや、放電実験室、サイエンスステージ

ζ';:;;.' ."""" - '.... "-'~"，，"，，，'.'- ~'.~抽出ミ

などがあります。 また、産業技術史講座やクリスマスレク

チャーなどの教育普及活動か計画きれています。

開館時間 9 時-16時30分 (入場は 16時まで)

休館日 月曜日、年末年始 (12/26-1/4)

入館料無料(映像ホール、特別展は有料)

兵庫県立人と自然の博物館
干669-13 兵庫県三田市弥生が丘6丁目 TEL.0795-59-2001 FAX.0795-59-2007 

当博物館は、人と自然の共生する社会の実現に寄与する

ことを目的として、平成 4 年10月 10 日、“神戸・三田"国際

公園都市の一角、 三田市フラワータウ ンに開館しました。

兵庫県は北は日柄毎から南は瀬戸内海に面し、豊かで、多彩

な自然に恵まれています。 常設展示では、その恵まれた県

下の自然を紹介する「兵庫のの自然誌」 をはじめとして、

「人と自然」、「新しい文イじ」、「生物の世界」、 íj邸求生命と大

地」と題する五つの主題のもとに、人と自然のかかわり、

変動する地球の姿とそこで展開される生命の営みを紹介し

ています。

また、館内には、地球規摸の環境問題を放映するアース

シアター、遊びながら学べる自然選択ゲーム、標本を手に

して学習でき るレファレンスルーム、兵庫の自然や資料に

関する情報を引き出せる情報センターなどもあり、新しい

タイプの博物館として、人と自然のかかわりについて思索

し、提案しています。

-9-

開館時間 10:00-17:00(ただし、入館は 16: 30まで)

休館日 月曜日(祝日の場合はその翌 日)

年末年始 (12/28-1/4)

観覧料 大人

個人 200円

団体 150円

高・大生小・中生

150円 100円

100円 70円 (20名以上)
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倉敷科学セ ン タ
干712 岡山県倉敷市福田町古新田940 TEL. 086 (454) 0300 FAX. 086 (454) 0305 

倉新ヰ学センターは、市制施行20周年記念行事の一環と

して建設され、全体としては他に、市民学習セン夕 、教

育センタ一、視聴覚セン夕 、埋蔵文化財センターから成

る「ライフパーク倉敷」という生涯学習の中核となる複合

施設の中に含まれています。

当館はこれからの生涯学習の一環として科学教育を位置

づけ、次代を担う青少年に科学技術の正しし、認識普及、

啓発を図るとともに、宇宙への限りない夢と豊かな感性や

創造性を育み、地球環境を守り育てる心を培うことを目的

として1993年 4 月に開館しました。

宇宙劇場では、最新鋭の宇宙型プラネタリウム、全天周

映画が設置され、一般番組の他に学校などの団体にも対応

する番組が用意きれています。 常設展示としても「科学・

技術・産業」をテ マに参加、体験できる展示が備えられ

ているのが特徴です。

また、これらの施設をはじめ、完験室、工作室、天体観

測室などでは、講座等の事業も行われています。

開館時間 9: 00-17: 00 

休館日毎週月曜日、祝日、年末年始

展示室入館料 大人 400円小中学生 200円

宇宙劇場入場料大人 500円小中学生 250円

(20名以上の団体は 2 割号 1 )

宇宙劇場上映時間

火~金曜日 9: 50-11 ・ 00-14: 00-

(なお、第 1 、 2 回上映は学習番組)

土 ・ 日曜日 10: 30- 13 ・ 30-15: 00-

pr1ffiÐωr'I:r.mjt#i，6Jl.J.~ゅ…|

地学標本(化石・鉱物・岩石)
古生物関係模型(レプリカ)
岩石薄片製作(材

縮尺:実物の40介の | 精密

〔特に化石関係は諸外国より良質標本を多数直輸入し、力を

懇l iZE棋財土ンス
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本 社〒 150 渋谷区千駄ヶ谷5-8-2 イワオ・アネックスビル

TEL.03-3350-6725 FAX. 03-3350-6745 
ショールーム紀伊国屋書店新宿本店 1F TEL.03-3354-9433 
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全科協加盟館園の状況(平成 6 年度)

-入会

<正会員>

樹戒産業記念館(TEPIA) (東京都港区)

大鹿村中央構造線博物館 (長野県大鹿村)

よみうりランド 海7.Þ.K族館 (神奈川県)11崎市)

ミュージアムノfーク茨城県自然博物館(茨城県岩井市)

入間市郷土博物館建設準備室 (埼玉県入間市)

伊丹市昆虫館 (兵庫県伊丹市)

<購読会員>

加古川総合文化センター (兵庫県加古川市)

村山にな (個人会員)

制国際文化交友会天文部月光天文台(静岡県田方郡)

株式会社サンテック モデル事業部

手塚映男 (個人会員)

株式会社ニルス

沢井陸子 (個人会員)

<維持会員>

美術

はく製

〈各種生物〉

創製・骨格標本 ・ レプリカ

加工/販売/リース

難東洋近代美術研究所
製作所〒272 千葉県市川市本北方2-18-1 直通告0473-37-5678

ft0473-37-5883 
FAX0473-38-1978 

本社 干272 千葉県市川市国分5-3-25 ft0473-74-1564 

NATURE & SC 1 ENCE 

鱒
COLORATA 

ーミュージ‘アムクウズの企画及びデザインー

カロラータ欄/〒 1 1 1 東京都台東区浅草橋4-6-8 酉;宰ピル3F
TEL:03-3865-8110 FAX:03-3864-4049 

財団法人視聴覚コンサルタントセンター(AVCC)

株式会社東京サイエンス

日本電気株式会社

株式会社アートアンドサイエンス

株式会社丹青社

株式会社大林組情報システムセンター

松下電気産業株式会社

-退会

<正会員>

熱帯自然民族博物館(沖縄県石垣市) (閉館)

制国際文化交友会 天文部 月光天文台(購読会員へ)

IBM情報科学館(東京都千代田区) (閉館)

<購読会員>群馬県立歴史博物館(群馬県高崎市)

・館園名の変更等

<正会員> 金沢動物園→いしかわ動物園(札地替え)

多摩北部広域子供科朝専物館組合

→多摩六者間ヰ学館 (H6.3.1開館)

千葉県立現代産業斜学館準備室

→千弟県立現代産業斜学館(H6.6.15開館)

恐竜マグ

1 1// ーー砂 1 1万

円烈~r I ~然守

あたたかい飲みものを入れると

骨格図にかわり ます!!

株式会社戸ンティー

TEL 03-3467-6555 

FAX 03-3467-6568 

*ミュージアム・

ショップグ ッ ズ

の企画・製作・

販売 (マグ カ ッ

プ、T シャツ etc.)

*特設亮店の代行

干151
渋谷区富ケ谷1-17-9

ノ T ー クノ、イム 302

感動環境
創造会社で弘
61NOMURA 
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視聴覚メディアの活用に対する助成制度

ユース

一第21 回視聴覚教育研究助成一

財団法人松下視聴噴激育研究財団では、博物館(矧鵡、

歴史館、科学館、産業館、動物園、植物園、水族館等を含

む)における視聴賞激育に関する研究チームに対し助成を

行っていますので、以下に御紹介します。

・助成金 70万-35万円 約80件

・対象 ・視耳宮覚教材及び教育機器の利用

-適切な教材・ 資料の収集及び作成

-個別の学習を充実するための機器利用と教

材開発

などに関する当面する課題について、 実践的

研究を行う社会教育施設単位の研究チーム

・応募規定 研究課題、研究札地研究実施計画、助成金

額及ぴその使途内訳等を記入した研究助成申

請書(様式指定有り)を提出する。

・受付開始 1994年12月 1 日 E締切 1995年 1 月末日

.問い合わせ先 財団法人松下視聴賞激育研究財団

TEL.03-3431-6363 FAX.03-3437 -0585 

感じる科学

編集後記

本号の発行が、編集者の不行届きにより大幅に遅れま

したことをお詫びします。今春の全科協研究発表大会は、

東京以外では初めて開催された研究発表大会であ り、 準

備等至らぬ点もありましたが、無事終了することができ

ました。次回会場の仙台ではきらに素晴らしい発表大会

になることと期待しております。 なお、大会終了後まも

なく、会場となった名古屋市科学館は、深夜の電気室爆

発の事故により約 3 ヶ月の休館をしました。

S回V駈.881:8..1'8. 
ム L 間mE 2405 5ピノ

文化施設・商業施設・テ'ィスプレイ企画・設計・施工

1:.1:..". 株式会社ココ口
〒205 東京都羽村市神明台4丁目 9番|号

TEL0425(30)3911附・ 3939 (営業)
FAX0425(30) 3900 ・ 3927(営業)
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